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インフラにおける建設・管理の生産性向上を目指す取組みの一つとして BIM/CIM の導入が進められて

いる．BIM/CIM を導入するためにはコンピュータ上のサイバー空間に 3 次元のデジタルモデルを作成する

必要があるものの，3 次元モデルの作成には多くの労力を要することが課題となっている．本論文では，

高速道路におけるトンネルと道路の標準断面を対象に，設計テンプレートによる 3 次元モデルを作成し，

その有効性について考察した． 

 

     Key Words: BIM/CIM，3-dimension model，design template，highway road，road tunnel， im-
provement of construction productivity 

 

 

1. はじめに 

 

 我が国は，今後，人口減少と少子高齢化に伴い，労働

力が急激に不足すると見込まれている．特に，建設業で

は労働力不足による生産性の低下が懸念されており，幅

広い年代で担い手の確保や生産性の向上が必要と考えら

れている 1)．このような背景を踏まえて，国土交通省で

はインフラの建設・管理の生産性を向上させる方策の一

つとしてBIM/CIMの導入を進めている． 

BIM/CIM（Building/ Construction Information Modeling, Man-

agement）とは，コンピュータ上に作成した 3 次元の形

状情報（3 次元モデル）に加え，構造物及び構造物を構

成する部材等の名称，形状，寸法，物性及び物性値（強

度等），数量，そのほか付与が可能な情報（属性情報）

とそれらを補足する資料（参照資料）を併せ持つ構造物

に関連する情報モデル（BIM/CIM モデル）を構築し，

BIM/CIM モデルに内包される情報を管理・活用するこ

とと定義されている 2)．国土交通省は BIM/CIMの導入を

推進するため，建設・管理の各段階において適用又は参

照する BIM/CIM に関する基準・要領等を策定し，ウェ

ブサイトにて公開している 3)． 

インフラの建設・管理に BIM/CIM を導入して生産性

を向上させるためには，コンピュータ上のサイバー空間

に 3次元のデジタルモデルを作成する必要がある．しか

し，コンピューターによる 3次元モデルの作成には時間

と労力を要することが BIM/CIM を導入する際の障害の

一つになっている． 

この課題に対する解決策の一つとして「設計テンプレ

ート」と呼ばれる手法がある．設計テンプレートとは，

単位長さの 3次元モデルのことであり，設計テンプレー

トの延長を変化させることによって，任意長さの 3次元

モデルを短時間で作成することを目指した手法である． 

筆者らは，中日本高速道路（以下，「NEXCO 中日本」

という．）における道路施設の維持管理を対象に，

BIM/CIM による生産性向上に取り組んできた 4)- 7)．本論

文では， NEXCO中日本におけるトンネルと道路の標準

図を対象に，Autodesck 社のソフトウェアを使用して単

位長さの 3次元モデルを作成し，設計テンプレートの有

効性について検討した． 

 

 

2. 対象施設と使用ソフトウェア 

 

(1) 対象施設 

設計テンプレートの有効性検討に用いた施設と形式を

表-1 に示す．設計テンプレートの有効性は，NEXCO 中

日本の標準図集に示されているトンネルと道路の標準断

面 8) -9)を対象に検討した． 
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した 2次元断面を押し出すことによって作成した．道路

の設計テンプレートを図-1 に示し、これより作成した

道路の 3次元モデルの例を図-2に示す．直線道路の場合

は断面の幾何形状が変化しないため，押し出しによる 3

次元モデルにて作成可能である．しかし，横断勾配が変

化する曲線や拡幅が含まれる場合は，変化点ごとに設計

テンプレートを配置し，ロフト（断面形状をつなぐこと）

にて擦り付ける必要があるため，断面形状の変化点ごと

に設計テンプレートを作成しなければならない．特に，

インターチェンジのように道路線形が複雑に変化する場

合は，設計基準に応じて横断勾配や土工形状を指定でき，

小構構造物も配置できる道路設計の専用ソフトウェアに

よって道路の横断形状を決定する方が効率的であった． 

また，設計図面がある場合は設計図に示されている横

断図で設計テンプレートを代用することができる．その

ため，設計テンプレートの活用機会は，横断図がまだ決

定されていない路線計画や設計検討の段階の 3次元モデ

ル作成に限定される． 

 

 

4. 設計テンプレートの有効性に関する考察 

 

 設計テンプレートは単位長さ当たりの 3次元モデルで

あり，延長方向に押し出すことによって 3次元モデルを

短時間で作成するための手法である． 

トンネルは，支保パターン毎に構造が定められており，

単位長さ当たりの構造が標準断面図に示されている．同

じ支保パターンのトンネル断面は，拡幅や分岐等を除い

て基本的に同じであるため，設計テンプレートを予め作

成して延長方向に押し出すことによって，ロックボルト

や覆工コンクリート内の配筋もモデル化した詳細度 400

の 3次元モデルでも短時間で作成することができる．そ

のため，トンネルの 3次元モデルを詳細度 400にて作成

する場合は，設計テンプレートの有効性が高い．ただし，

覆工コンクリートの外形をモデル化する詳細度 300以下

の 3次元モデルを作成する場合は 2次元の標準断面を延

長方向に押し出すことによってモデル化できるため，設

計テンプレートの有効性はさほど高くない． 

一方，道路はトンネルと比べると拡幅や分岐が多く，

横断面の幾何形状が箇所ごとに変化する．また，トンネ

ルのようにロックボルトや支保工がなく，2 次元の横断

面が設計テンプレートとなるため，設計テンプレートの

有効性はさほど高くない．特に，既設道路の場合は横断

面の幾何形状が竣工図に記載されているため，この横断

面図を用いれば設計テンプレートを予め作成しておく意

味はほとんどない．しかし，道路の線形や形状を決める

計画や予備設計の段階では道路の横断面が決まっていな

いため，設計テンプレートを予め作成し，施工前の地形

モデルと組み合わせることによって掘削土量等の概算施

工量を 3次元的に把握しやすくなる効果が期待できる． 

 

 

5 最後に 
 
本論文では，NEXCO 中日本の標準図に示されている

トンネルと道路を対象に，Autodesk 社のソフトウェアを

用いて設計テンプレートを作成し，BIM/CIM に用いる 3

次元モデル作成における設計テンプレートの有効性につ

いて考察した．3 次元モデル作成の効率化は，BIM/CIM

による建設生産システムの生産性向上における重要なテ

ーマの一つであることから，別報 10)に示すパラメトリッ

クモデルと合わせて，3 次元モデルを効率的に作成する

手法について引き続き検討を進める． 
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